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令和６年度第１回知多市部活動地域移行・地域連携協議会 要旨 

 

○日  時  令和６年６月１４日（金） 午後２～３時 

 

○場  所  知多市役所 ３階 協議会室 

 

○出席委員  ９名 

・至学館大学 浅野 幹也 

・知多市教育長 永井 清司 

・知多市スポーツ協会 畑中 喜也 

・知多市文化協会 小貝 和子 

・知多市スポーツ推進委員会 木屋 惠津子 

・ＮＰＯ法人市民大学ちた塾 横井 和美 

・知多市立小中学校長 権田 秀一 

・知多市健康文化部長 杉江 大典 

・知多市教育部長 竹内 芳美 

 

○欠席委員   ２名 

・知多市小中学校ＰＴＡ連絡協議会 小林 敏明 

・知多市立小中学校長 横井   学 

 

○傍聴者   ５名 

 

○事務局   ８名 

生涯学習スポーツ課 課  長 濵野 和江 

    〃      統括主任 浅沼 晴登 

    〃      主  任 樋口 久実 

〃      主  任 牧  浩幸 

 



２ 

 

学校教育課     課  長 林 絵美 

    〃      指導主事 鈴木 光城 

    〃      統括主任 竹内 久恵 

    〃      主  事 杉江 麻衣 

 

会議の経過及び発言の要旨 

１ あいさつ 

【教育長】 

日頃は、市政運営全般にご理解・ご協力、そして本協議会の委員を務めていただき、

心より感謝申し上げる。委員の皆さんも部活動に励んできたと思うが、私自身も中学校

時代は柔道部に所属し、厳しい練習に励んできた。現在の部活動は生徒数の減少や指導

について、さらには教員の働き方の問題がある。その中で、令和４年１２月に「学校部

活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」が示され、

将来にわたって子どもたちがスポーツや文化芸術に携わることができるよう、部活動改

革が必要とされた。 

本協議会は、知多市の部活動の今後の方針を決定するためのスタートとなる。皆様か

らの意見や提案を伺い、それを参考にして知多市のスタイルを考えていきたい。 

 

２ 自己紹介 

 （委員・事務局の自己紹介） 

 

３ 議題 

（1）知多市部活動地域移行・地域連携協議会の会長及び副会長の選任について 

知多市部活動地域移行・地域連携協議会設置要綱第５条第２項に基づき、浅野幹也委

員が会長に就任。同第５条第３項に基づき、木屋惠津子委員が副会長に指名 

 

 (2) 知多市の中学校部活動改革と地域におけるスポーツ・文化芸術活動のさらなる推進

について（知多市方針（案））（資料２） 

 【事務局】 
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 ・文部科学省の通知に基づき、部活動改革が進められており、休日部活動を地域に移行

する方針が示された。 

・令和４年には運動部活動及び文化部活動の地域移行に関する検討会議が行われ、具体

的な提言がまとめられた。 

・令和５年には愛知県から自治体向けのガイドラインが示された。 

・ガイドラインでは、令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間とし、ま

ずは休日の部活動の段階的な地域移行を図り、環境を整備することとされた。 

・本市の基本方針は、令和７年９月から学校部活動を平日のみにし、休日の部活動を地

域クラブ活動に移行・連携する 

・休日の活動では、地域のスポーツ・文化芸術団体や公共施設を活用し、子どもたちの

健康と心の成長を支援 

・基本理念は、「あたらしく、自分らしく。スポーツ・文化芸術活動でつながる輪」と

する。 

・小中学生のアンケートから、地域でスポーツや文化芸術活動をしたい子どもの割合が

定数あり、さまざまなニーズがあることが分かった。 

・当協議会の他、毎月、関係部署による検討委員会を開催する。 

・今年度は保護者団体への周知や関係する団体へのヒアリング、ジュニア団体への補助

金制度の見直しを行う予定。 

・来年度は指導者研修会を開催し、９月から部活動を平日のみに移行するスケジュール 

となる。 

 

＜主な質疑、意見等＞ 

【委員】 

 近隣自治体の状況について教えてください。 

 

【事務局】 

  東海市は、７年９月以降に中学校の部活動は平日のみの活動となる予定。現在（一

社）スポーツクラブ東海に所属する団体によって活動の場づくりを進めている。 

大府市は、７年８月までに、土日の部活動の指導をすべて地域の指導者が行う方針。 
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半田市は、６年９月から土日祝日の部活動を地域移行する。総合型地域スポーツクラ

ブ、スポーツ協会、文化芸術活動団体に対する補助事業を検討している。 

常滑市は、５年９月から市内の全中学校でサッカー部・剣道部を土日曜日に試行的に

地域へ移行した。 

 

 (3) アンケート結果について 

【事務局】 

  ●スポーツ団体及び文化芸術団体アンケート結果について（資料３－１）（資料３－

２） 

  ・本アンケートは、子どもたちが将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に親しめる機 

会を確保するために行った。 

・対象は市内のジュニアスポーツ団体とジュニアサークル団体で、６３団体が回答 

・３５団体が中学生の受け入れを可能とし、受け入れの課題は初心者指導や練習場所

の確保などであった。 

・２５団体が受け入れを不可能とし、指導者不足や規格の異なる指導の難しさなどが

理由だった。 

・一般スポーツ団体のアンケートでは、受け入れ可能が２９団体、不可能が７１団体

であった。 

・不可能と答えた団体の多くは、参加者自身が楽しむことを目的としており、中学生

の受け入れが難しいと答えた。 

  ・部活動改革を機に中学生を受け入れることで、団体の活性化につながることを期待

し、委員の協力に協力を求めた。 

 

＜主な質疑、意見等＞ 

【委員】 

 団体ヒアリングの方法について教えてください。 

 

【事務局】 

 アンケート結果に基づき、受け皿を一つでも増やせるように個別にあたっていく。 
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【委員】 

 資料３－１の３受け入れが難しい理由で「規格が違うため、同時の指導は難しい」

とあるが、小学生がメインの団体がコートの広さなどが中学生と異なるためか。 

 

【事務局】 

 競技によって高さやコートの大きさが異なるものもあるかもしれない。 

 

【委員】 

 小学生と中学生では道具が違うものもあるので、同時には難しい競技もある。 

 

【委員】 

 指導者や環境を維持するために、市としてはどの程度の財源を見込んでいるか。来

年度には予算化しなければ実際の対応が難しいと考えている。 

 

【事務局】 

 市としては、現在存在するジュニアスポーツ団体や文化団体への補助制度を活用し

つつ、新たに中学生を受け入れる団体に対して補助金の上乗せを検討している。予

算要望を行っていきたい。 

 

【委員】 

 アンケートの結果、スポーツばかりで文化が少ないと感じるが。 

【事務局】 

 文化に関する部活動はスポーツに比べて少なく、土日に活動する団体も限られたた

めスポーツが主体となった。ヒアリングについてはスポーツと同様に進めたい。 

 

  ●小・中学生アンケート結果について （資料４－１）（資料４－２） 

  ・本アンケートは、小学５・６年生と中学１・２年生のスポーツ活動や文化芸術活動

の取り組み状況と意識を把握するために行われた。 

・小学生のアンケート結果では、約６１％が地域の教室やクラブチームに参加してお
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り、主に書道、水泳、サッカー、ダンスなどの活動を行っていることが分かった。 

・中学生のアンケート結果では、７０％が学校の部活動にのみ所属しており、バスケ

ットボール、軟式野球、バスケットボール、ダンスなどが人気の活動であることが

示された。 

・両者とも「仲間と一緒に、励ましあって活動できること」が最も多い期待として挙

げられている。 

 

＜主な質疑、意見等＞ 

【会長】 

アンケートの結果から分かった特徴は。 

 

【事務局】 

 小中学校共に、従来の部活動ジャンルに加えて、eスポーツや家庭（料理・手芸）など

の新しいジャンルにも関心があることが分かった。 

【委員】 

 協議会の中である程度、競技を選定するのか、それともすべてを網羅するのか。基準

はあるか。 

 

【事務局】 

 多くの競技を網羅することは難しいため、既存の部活動を中心に、新しく受けしても

らえそうな団体に声を掛けて、児童・生徒の要望に応えていきたい。 

 

【委員】 

 半田市の成岩スポーツクラブのような総合型地域スポーツクラブでは、登録すると曜

日や時間によってさまざまな競技や種目が体験できる。そのような形で集約されるの

か。それともそれぞれが単独で行うのか。 

 

【副会長】 

 昨年、知多市全ての小学校に総合型地域スポーツクラブが設立されたが、参加者は主
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に高齢者であり、レクリエーションスポーツが中心。知多市の総合型地域スポーツクラ

ブは、東海市や半田市と行っている形態とは異なる。 

 

【委員】 

 小中学生に対してクラブに行って出来るのか出来ないのかを明確にする必要がある。 

 

【副会長】 

 総合型地域スポーツクラブを選ぶのであれば、子どもたちが楽しめるレクリエーショ

ンスポーツを提供する必要があるが、今のままでは難しい。 

 

【委員】 

 半田市では中学校区ごとに総合型地域スポーツクラブが導入され、NPO法人も設立し、

体育館も整備されており、会員から年会費が徴収されている。クラブでは休日の部活動

も受け入れており、知多市の総合型とは異なる。 

 また、知多市内においてもスイミングスクールは早期から受け入れを始めているが、

そこにも補助が必要性なのかは整理が必要。スイミングスクールに通うことで中体連の

大会に出場できるようになったが、部活動は競技スポーツの基盤という役割もあった。 

 

【委員】 

総合型地域スポーツクラブから中体連の大会の出場について、個人戦への出場は認め

られても団体戦への出場ができない競技もある。学校単位でしか出場できない大会があ

ることを明確にする必要がある。 

 

４ その他 

 【事務局】 

  ●あいち地域クラブ活動人材バンクについて 

   愛知県が導入した「あいち地域クラブ活動人材バンク」のお知らせ 

 

その他、意見等無し。会議終了。 


